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〈新聞広告大賞〉

  1 思い出ガタゴト　東京都電ｄｉａｒｙ
	 東京都交通局

〈新聞広告賞〉

  4 １１月１１日はポッキーの日。ではなく、
 ポッキー＆プリッツの日です。
	 江崎グリコ株式会社

  6 オロナミンＣ『２０年分のありがとう新聞』
	 大塚製薬株式会社

  8 『熊本復興応援』新聞社連合特別企画 !
 パノラマ６、ビッグクリエイティブでの展開 !
	 キリンビール株式会社

１0 ＭＡＤＥ ＩＮ ＭＩＹＡＧＩ
	 東洋ゴム工業株式会社

１2 神戸開港１５０年記念　神戸とマッチの素敵な関係
	 一般社団法人日本燐寸工業会

〈優秀賞〉

１4 お正月はAbemaTVを見よう！
	 株式会社ＡｂｅｍａＴＶ

１5 避難指示解除によせて　復興への思いと感謝を伝える 
 飯舘村

１6 ＮＴＴドコモ「最近、出番が減っています。」
	 株式会社ＮＴＴドコモ

１7 進もう、九州。
	 「進もう、九州。」推進活動実行委員会

18 ＳＭＡＰ大応援プロジェクト
	 ＳＭＡＰ大応援プロジェクト

19 「あたらしい服を、さがそう。」
	 株式会社宝島社

２0 ＪＲ貨物認知度向上キャンペーン
	 日本貨物鉄道株式会社　北海道支社

２1 せかいを、ぬりかえよう。
	 パナソニック株式会社

２2 第四新卒採用
	 森下仁丹株式会社

２3 祭りののどに、龍角散。
	 株式会社龍角散

［ 新 聞 社 企 画 部 門 ］

〈新聞広告賞〉

２4 最後だとわかっていたなら
	 岩手日報社　広告事業局

２6 みやぎ３５市町村　地域愛新聞
	 河北新報社　営業局営業部

28 けらっしゃい　ＹＡＭＡＧＡＴＡ　プロジェクト
	 山形新聞社　広告局

30 避難所もっとより良くプロジェクト
	 神戸新聞社　営業局

３2 「カープ」コンテンツを活用したパーソナルアドと特別号企画
	 中国新聞社　広告局広告営業部

〈奨励賞〉

３4 いぐする！宮城サポーターズ
	 河北新報社　東京支社営業部	

３5 ８．１１　祝　山日新聞
	 山梨日日新聞社

３6 Ｈｅｌｌｏ！ＥＳＳＡ「再発見ＳＡＤＯ」
	 新潟日報社　広告局

３7 奈良遺産７０－魅力再発見プロジェクト 
 ～ええとこあるやん、奈良。～
	 奈良新聞社　東京支社

38 本日４月１日はエイプリルフールです。
	 南日本新聞社　営業局

39 応募状況・選考経過、規定

４0  審査講評　中島祥文氏　一倉宏氏
 選考委員会名簿

広告主部門は広告主名 50 音順、新聞社企画部門は会員名簿順です。
文中、制作スタッフの略号は以下のとおりです。
Ｐｒｏ＝プロデュース、ＥＣＤ＝エグゼクティブ・クリエーティブディレクショ
ン、ＣＤ＝クリエーティブディレクション、ＡＤ＝アートディレクション、Ｃ
＝コピー、Ｄ＝デザイン、Ｐｈ＝フォト、Ｉ＝イラスト、ＣＧ＝コンピュー
ターグラフィックス、ＰＩ＝プランニング

東京都交通局

思い出ガタゴト　東京都電 diary 
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◉掲載状況 ����������２０１６年５月２０日から１７年３月２８日まで全５８
回、 東京に掲載／全１５段、 全２段、 全７段な
ど、カラー

◉広告活動 ����������インターネット、交通広告
◉企画 ���������������電通、東京新聞
◉制作 ���������������電通、モスデザイン研究所
◉扱い ���������������電通
◉制作スタッフ ������Ｐｒｏ＝服部展明、 甲地正幸、ＣＤ＝服部展明、

ＡＤ＝田頭慎太郎、森 悠哉、Ｃ＝山田 健、船
渡川由夏、 中山みゆき、 花輪貴博、 宅野美穂、
柳谷葉子、Ｄ＝田頭慎太郎、森 悠哉、贄田恵
里奈、舞田朱香、Ｐｈ＝新谷真博、島根道昌、

Ｉ＝田頭慎太郎

◉企画の概要と選定理由
東京の街中を網の目のように走った都電の思い出を後世に語り継ぐため、
読者からエピソードを募集し、新聞小説形式で紹介した。５００件以上の
応募の中から取材を経て掲載された５０編は、いずれも懐かしい気分を誘
う出来栄えであり、ゆっくりと読むテンポが新聞にうまくマッチしている。情
報収集力、取材力、記録性といった新聞の媒体特性を十分に生かした
内容は、都電の歴史をつづる貴重な資料ともなっている。読者が作った
新聞広告という点も画期的であるとして高く評価された。

受賞のことば

東京都 交通局長

山手 斉 氏

　このたびは、名誉ある新聞広告大賞を賜り、深謝申し上げます。
　今回受賞の「東京都電diary」は、都営交通誕生当初から都民の暮らしを支
えてきた都電の歴史を次世代に語り継いでいくために、105周年記念事業とし
て多くの方々からさまざまなエピソードを募集させていただきました。500を
超える応募作品の中から50作品を選出し、昨年10月から今年2月まで新聞に
連載しました。
　都電は、100年以上の長きにわたり都民の足として活躍してまいりましたが、
昭和30年代の都電全盛期をご存知の方々が少なくなっています。そこで都電
に関する思い出を集め、皆様と共にその歴史を振り返るとともに、これを貴重
な都民の財産として残し、未来につなげていこうと考えました。
　「東京都電diary」を読んで、当時の懐かしい思い出がよみがえったなど多く
の声をいただき、あらためて都電がたくさんの方々に愛されてきたことを実感
しました。また、感動的な思い出の数々が新聞広告を通して読み手の心に響い
ていることで、新聞媒体が持つ確実性や訴求性の高さを再認識しました。
　これまで都電が都民の生活をしっかりと支えてきたことを心に刻み、安全で
快適な都営交通を受け継いでいきます。
　最後に、ご応募いただいた皆様をはじめ、関係者の皆様には、この場をお借
りして厚く御礼申し上げます。今後とも都電へのご愛顧をいただきますよう、
よろしくお願い申し上げます。
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